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特派員の目 エルサレム

　

イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
に
拘
束
さ

れ
て
い
る
人
質
の
写
真
、
戦
争
を
続

け
る
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
を
批
判
す
る

プ
ラ
カ
ー
ド

─
。
毎
週
イ
ス
ラ
エ

ル
各
地
で
行
わ
れ
る
、人
質
解
放
を
求
め
る
デ
モ
の
光
景
は
、

戦
闘
開
始
か
ら
4
月
7
日
で
1
年
半
に
な
る
中
、
日
常
の
一

コ
マ
と
な
っ
て
い
る
。

　

3
月
31
日
、
私
は
エ
ル
サ
レ
ム
の
ク
ネ
セ
ト
（
国
会
）
前

で
行
わ
れ
る
デ
モ
の
取
材
に
出
か
け
た
。
国
会
の
周
辺
に
は

約
2
0
0
0
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。
繰
り
返
し
の
デ
モ
取
材

に
既
視
感
も
覚
え
る
が
、
こ
こ
数
カ
月
で
デ
モ
の
性
質
は
大

き
く
変
化
し
て
い
る
。

　
「
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
は
恥
を
知
れ
」「
民
主
主
義
を
守
れ
」。
国

民
が
デ
モ
に
繰
り
出
し
て
い
る
の
は
、
戦
闘
再
開
だ
け
で
は

な
く
、
強
権
的
な
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
政
権
の
政
策
に
も
抗
議
を
し

て
い
る
の
だ
。

　

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
は
3
月
21
日
、
国
内
治
安
機
関
シ
ン
ベ
ト

の
バ
ー
長
官
を
解
任
。
23
日
に
は
、
閣
議
で
ミ
ア
ラ
検
事
総

長
の
不
信
任
決
議
案
を
可
決
し
た
。

　

シ
ン
ベ
ト
長
官
の
解
任
を
巡
っ
て
は
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
は

ハ
マ
ス
の
越
境
攻
撃
は
シ
ン
ベ
ト
の
諜
ち
ょ
う

報ほ
う

の
失
敗
が
原
因
だ

と
し
て
お
り
、「
信
頼
が
欠
如
し
て
い
る
」
と
主
張
。
ミ
ア

ラ
氏
に
つ
い
て
は
、「
政
府
と
の
間
の
意
見
の
違
い
」
だ
と

説
明
し
て
い
る
。

　

た
だ
2
人
の
解
任
に
は
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
の
個
人
的
な
思
惑
が

あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
シ
ン
ベ
ト
は
、
ハ
マ
ス
を
支
援
す
る

カ
タ
ー
ル
か
ら
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
側
近
が
賄
賂
を
も
ら
っ
て
い

た
疑
惑
を
捜
査
。
ミ
ア
ラ
氏
は
、
汚
職
な
ど
の
罪
で
起
訴
さ
れ

て
い
る
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏
に
よ
る
最
高
裁
の
権
限
を
弱
め
る
「
司

法
改
革
」
に
反
対
し
て
き
た
。
政
権
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た

す
機
関
を
弱
め
る
動
き
に
国
民
は
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。

　

し
か
し
、
デ
モ
が
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
政
権
を
追
い
込
む
か
は
不

透
明
だ
。
バ
イ
デ
ン
前
米
政
権
は
司
法
改
革
に
反
対
を
し
て

き
た
が
、
1
月
に
就
任
し
た
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
司
法
改

革
の
他
、
戦
闘
再
開
に
も
目
立
っ
た
反
対
は
し
て
い
な
い
。

裁
判
所
な
ど
を
「
ユ
ダ
ヤ
国
家
に
敵
対
的
な
左
派
」
と
敵
視

し
、
ハ
マ
ス
壊
滅
の
方
針
を
支
持
す
る
右
派
は
、
ネ
タ
ニ
ヤ

フ
政
権
の
動
き
を
歓
迎
し
て
い
る
。

　

イ
ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス
の
戦
闘
開
始
か
ら
1
年
半
。
ハ
マ

ス
の
越
境
攻
撃
で
約
1
2
0
0
人
の
犠
牲
者
を
出
し
た
衝
撃

か
ら
、
一
時
は
団
結
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
社
会
は
大
き
く
分
断

さ
れ
、
そ
の
亀
裂
は
今
、
さ
ら
に
深
く
な
っ
て
い
る
。
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戦
闘
開
始
か
ら
1
年
半
、
変
わ
る
デ
モ
の
姿


